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大きな木架構と接続土壌 パーゴラ架構システム(fig.2)ダイアグラム(fig.1)
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立ち上がる土壌

地中と接続され植物に覆われるパーゴラ

屋根土壌からの蒸散、雨水の循環

外気温変動に対して安定した

蓄熱・放熱体となる。

私たちは根岸森林公園の豊かなランドスケープの

中に、木と土でできたパーゴラを設え、様々な人々

が日常の延長として気軽に利用できるような日陰の

あるトイレを提案します。

緩やかな大きな芝生の上に浮かぶように架けられ

たおおらかな木架構の屋根は、地表面から立ち上

がる土壌と一体となって立ち上がり、深緑の森との

新たな調和を作り出します。

パーゴラによって生まれた空中の植生面に植物が

繁茂することで、夏季には開かれた公園の大地に

日陰を作り出し、四季を通して雨宿りができるような

居場所となります。犬の散歩やランニング、ピクニッ

クなど様 な々アクティビティをしている来園者に開か

れた休憩所・集合場所または災害時の拠点などと

して存在することで、常に人に囲まれた明るく利用し

やすいトイレの整備を目指します。

地球と繋がる木架構のパーゴラが根岸森林公園

の環境的な広場として開かれることで、横浜市公共

建築100周年事業にふさわしい未来のシンボルと

なルことを目指します。　

1：土について（fig.1)

・地面と接続された土壌がパーゴラレベルまでせりあがり

  生きた日除けとなる植物を育みます。

・熱環境的に地中と接続され、パーゴラ上に開かれた土壌

 面から蒸散を行うことで 一日、年間を通して大きく変化す

 る外気温に対して安定した蓄熱・放熱体となります。

・トイレ空間や日除け下空間の大き気温変化を低減します。

2 ：屋根について(fig.2)　

・神奈川県産材である大断面の集成材とCLTを用いた木架構の屋根を

計画します。

・運 搬 を 考 慮 し 、1 0 m 以 下 の 集 成 材 に て 構 成 。( fi g . 2 )

 土壌が広がる面にはCLT屋根板を取り付けます。

・部材の断面計画構造上、余力を持った大きさにすることで、木の腐食代

としても機能し雨天時の増加する土の重量も考慮します。また、今後自然に

増えていくであろう植物なども考慮した冗長性を持ち合わせた計画としま

す。

3：天井高さを生かした換気について

・トイレ上部天井を高くとることで、温度差を生み出し自然換気を行います。

4：コスト&管理のしやすさ&長寿命化について

・長寿命化・メンテナンス負荷の軽減を考慮して、木梁上端にはガルバリ

ウム 鋼板水切りを設置します。

5：付加的な提案について

・コストと実現可能範囲での雨水・再生可能エネルギー（太陽光・地熱）

の積極的な利用や微細粒子によるミスト噴射機構などを屋根架構に組み

込み、パーゴラの持つポテンシャルの拡大・検討を提案します。
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屋根伏図 1/200


